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海を渡った日本の教育
 
―戦前期ブラジルにおける日本的教育文化の越境と再創―
 
Japanese-style Education in Brazil before W
orld W
ar II:  
Transnational and Transcultural Practices 
  はじめに
 
 
二〇〇八年、ブラジルでは、日本人移民百周年を迎え、各地で数々の記念式典が開催さ
れました。一般的に「成功」のイメージで語られるブラジルの日本人移民ですが、六月二一日にサンパウロ市のサンボドロモ（毎年カーニヴァル パレードが行われる会場）で行われた記念式典のパレードも、初期移民の苦労やホスト社会での差別、戦争といった多くの苦難とそれを乗り越えての「成功」という物語で構成されていました。このような大規模な式典を開催し百周年を祝うことができたことは、確かに日本人移民がブラジルにおて一定の「成功」をおさめ ことの証 他ならな 言える しょう。
 
 
同時に、日系社会内でも、日系人や移民研究の研究者間でも、一九〇八年以来一世紀間
の大きな総括が必要とされ、さ ざまな議論がなされてきました。このようなブラジルで
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の一定の「成功」を勝ち取った日本人移民で
すが、その「成功」の一因は教育にあると言
われています。
 
 
現在ブラジル日系社会の担い手は、日本生れの一世から二、三世に世代交代しておりま
すが、い ゆる二世リーダーと呼ばれる人びと、特に戦前期に教育を受けた人びとは、正負両面にお て日本的な教育文化の影響を強く受けていると言われています。ブラジルではひと頃よく「ジャポネス・ガランチード」ということが言われました。つまり、 「日本人・日系人は保証付きである」 （信頼できる）という意味の言葉です。日本人・日系人は嘘をつかない、約束を守る、時間に遅れない、いい加減な仕事をしないというような肯定的な評価を表しています。最近の日本在住の日本人もブラジルの日系人も必ずしもそ とは言えないと思いますが、そのように評価された時期があったのです。ブラジル人が新しい引っ越し先で、医者や歯医者さんを探すとき、電
話帳でサトウやスズキやイノウエといった日
系人の名前をもつクリニックを探 ということを今でもよく聞きますが、これも「ジャポネス・ガランチード」の一例でしょう。私はこ 数年、ブラジル日系人の現職ある は元連邦議員や高級軍人にインタビュー ておりますが、彼らの中には、自分た の「成功」について日本的教育を受けたことを大きな要因として語 人が多 のです。ま 、それを「修身」の授業を受けたおかげだとおっしゃる方も何人かいて、逆に「日本はなぜ修身教
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育を復活させないのか」と私に尋ねる人もいました。
 
 
ブラジルには、サンパウロ大学という名門大学があり、入学するのも卒業するのも難し
い大学ですが、一九七〇年代終わりごろの調査で、各学部の日系学生の平均が一五％であり、理工系の学部の場合、二〇％を超えると言われた時期がありました。 「サンパウロ大学に入 たければ、予備校に行くより、日本人を一人殺せ」とまで言われました。私たち日本人や日系人には笑えないジョークであり、実際誰かが されたというお話も聞きませんが、日系人の教育熱心さを表す極端なエピソードの一つだと思います。
 
 
このように、ブラジル社会に大きなプレゼ スをもつ日系人ですが、それは教育という
局面においてより顕著な特徴や動き 見られるわけです。そこで、今日は 「海を渡った日本の教育」と題して、ブラジル日 子弟の教育についてお話ししたいと思います。
 
 
まず大きなテーマとして、 「第二次世界 戦前のブラジルにおける日系教育機関（日本人
学校や寄宿舎）を通じた 本的教育文化の越境と再創のプロセスとメカニズム 歴史的背景、 現代への影響を明らかにする」 というものがあり これが私 当面 研究テーマです。今日の発表は、こういった大きなテーマにもとづいて、私がこ 数年ブラジル 日本で実施した調査の成果としてわかって たことについて報告いたします。
 
 
なぜこのテーマか？、今なぜブラジル日系移民教育研究なのか？ということですが、次
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のような理由があります。
 
 
・ブラジルは、戦前に一八万八〇〇〇人、戦後に五万三六五七人という、世界でもっとも多くの日本人移民を受け入れた国の一つであること。
 
・ブラジルは、 日本帝国の非勢力圏でもっとも多くの日系教育機関が存在したこと
①
。
 
・それにもかかわらず、旧植 地やハワイ・米本土を対象とする研究に比べて、蓄積が寡少であること
②
。
 
・移民子弟の教育の研究は、エスニック集団における文化継承や複数集団間での相互的な文化伝達および学習のプロセス、すなわち「文化化」を明らかにするのに有効であると考えられること。
 
・私自身がブラジルの日本語・日本文化教育の現場におり、このテーマに関す 資料収集に携わってきたこと。
 
・現在、ブラジルで戦前期の日系 を受けた人びと（いわゆる二世世代）がどんどん亡くなっており、史料も消滅しつつ 。 として 資料の面から危機的状況にあること。
 
 
5 
以上のような点から、研究状況だけでなく、資料収集や聞き取り調査の面からも、調査・研究が急がれるわけです。
 
 ブラジルという国
 
 
ブラジルは土地が広く、第二次大戦前から戦
後にかけて世界でもっとも多くの日本人移民を受け入れてきた国です。 現在、 ロシア、 インド、中国とならんで
BRICs
と呼ばれる新興経済大
国として位置づけられ、二〇一四年に
FIFA
ワ
ールド・カップ、二〇一六年にはリオ・デ・ジャネイロ夏期オリンピックが開催されるこ になっています。世界的に注目されつつはありますが、まだまだ日本ではポピュラーな国と 言えません。ここでは、 題に入る前 、予備知
国名 ブラジル連邦共和国（República Federativa do Brasil） 
面積 8,547,403.5 平方キロメートル（日本の 22.6 倍） 
人口 1 億 9,148 万人（2009 年） 
首都 ブラジリア  人口 261 万人（2009 年） 
元首 ルイス・イナシオ・ルーラ・ダ・シルバ（Luiz Inácio Lula da Silva）
（2007 年 1 月 1 日就任、2 期目、任期 4 年） 
言語 ポルトガル語、その他トゥピ・グァラニー語など 
宗教 カトリック（74％）、プロテスタント（15％）（2000 年） 
GDP 1 兆 5,740 億 3,382 万ドル（2009 年） 
時差 日本時間－12 時間（サマータイム実施期間は－11 時間） 
表 1：ブラジルの一般情報 
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識として少しブラジルについて触れたいと思います。表
1 ｢ブラジルの一般情報
｣に示した
ように、国土は日本の約二三倍の面積を持ち、天然資源が豊富で、一九世紀から多くの移民を受け入れてきま た。 そのおかげか人口は二億人近く、 人的資源にも恵まれています。
 
 
表
2「ブラジルにおける国別入移民数」に示したように、移民送出国としては、イタリ
アが最も多く、 一九世紀から一九四七年までに一五〇万人を越える移民 入国しています。
国 入移民数（人） 
イタリア 1,513,151 
ポルトガル 1,462,117 
スペイン 598,802 
ドイツ 253,846 
日本 188,622 
ロシア 123,724 
オーストリア  94,453 
シリア・レバノン  79,509 
ポーランド  50,010 
ルーマニア  39,350 
イギリス  32,156 
リトアニア  28,961 
ユーゴスラビア  23,053 
スイス  18,031 
フランス  12,103 
ハンガリー   7,461 
ベルギー   7,335 
スウェーデン   6,315 
チェコ   5,640 
その他 347,354 
合計 4,903,991 
表 2：ブラジルにおける国別入移民数
（1819～1947） 
出所：ブラジル日本商工会議所編（2005）
『現代ブラジル辞典』p. 222 から転載 
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次いで旧宗主国ポルトガル、スペイン、ドイツ、そして日本と続きます。これを見ると、一九四七年以前、すでに約五〇〇万人の移民を受け入れていたこ が確認でき、ブラジルはまさに「移民の国」ということができます。
 
 
本日の発表では、先ほどの関心のもとに、次のような四つのトピックに分けてお話しし
たいと思い す
。
 
 
1. ブラジル日系教育の歴史
 
2. ブラジル日系教育機関 分類とそれぞれの性格（どのような学校があったのか？）
 
3. ブラジル日系教育機関の教育活動（どのような教育を行っていたのか？）
 
4. まとめにかえて（この研究にどのような意味があるのか？）
 
 
1. ブラジル日系教育の歴史
 
では、まず、ブラジル日系教育の歴史につい
て、概略を説明しておきたいと思います。
お手元の「ブラジル日系教育史略年表」を参考にしてください（本編 は、巻末に掲載）
 
 
先ほど申しましたように、日本からブラジルへの公的な第一回の移民は、一九〇八年六
月一八日にサントス港に入港した七九三人のいわゆる笠戸丸移民です
③
。当時のブラジル
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の日本移民受け入れは、基本的に農業移民であり、家族移民が前提でした。したがって、この時に赤ん坊だった移民 入国直後に生れた赤ん坊は、六、七年後の一九一五年頃 学齢期に達するわけです。偶然かどうかわかりませんが、一九一五（大正四）年、サンパウロ市中心部 コンデ・デ・サルゼーダス通りという急坂 ふもとに大正小学校が創立されています。 大正小学校は、ブラジル最初の日系教育機関といわれています
④
。
 
 
グラフ
1を見てわかるように、一九二〇
年代中頃から三〇年代前半にかけて日本からのブラジルへの移民は最盛期を迎え、戦前移民 六五％がこ 時期、一九二四年から三〇年代末にブラジルに渡航します。
 
グラフ 1：ブラジル日本人移民数の推移 
（黒瀬郁二（2003）『東洋拓殖会社』日本経済評論社より転載） 
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大正小学校の後、一九一六年には桂小学校（サンパウロ州イグアペ郡） 、一九一七年に
はノーバ・エスペランサ小学校（サンパウロ市郊外コチア） 、旭小学校（同州平野植民地） 、アグア・リンパ小学校（同州アラサツーバ）など一部の農村地帯の日系 も開校しています（サンパウロ人文科学研究所編、一九九六、三八・四〇頁） 。ただ、一九一八年のサンパウロ州北西地方（後に日本人移民の集住地帯となる）調査によると、日本語教育は皆無に近く、ポルトガル語教育でさえ大耕地をのぞく他はほとんど行われていなかったという報告があります
⑤
。内陸農村地帯の日系教育機関は、二〇年代に入ってからサンパウロ
州の開拓前線が進むにつれてその数が徐々に増加していくことに ります。グラフ
2は
「ブラジルの日系教育機関数の推移」ですが、これを見ていただいてもわかるように、一九二〇年代後半から、 急激 日系教育機関数 増 ていきます。 先ほどお話しした うにブラジル移民は家族移民が条件だった で、当然、 齢期の子どもの数も増え 学校数も増加の一途をたどります。この時期 なると、日系移民も子弟教育にお金をつかう経済力をつけてくるということも、この学校数増加の条件となります。一九二七年には、サンパウロの日本総領事館のお声がかりで、在伯日本人教育会 いう連絡組織が発足します。一九二九年八月には、これを引き継ぐ形
サンパウロ日本人学校父兄会に発展します。
この組織はブラジルの社団法人として登録され、各地でばらばらに教育を行っていた日系
10 
教育機関の統制をはかり、日本政府からの補助の窓口となりました。一九三二年四月の統計では、 「日本人小学校」は未公認のものも含めると一八五校にのぼり、教師数は日本語二一一人、ポルトガル語一四一人を数えるほどになりました（日本移民
80年史編纂委
員会、一九九一、一一八頁） 。
 
  
このように、順調に発展し
ていくかに見えたブラジルの
日系教育ですが、 三〇年代になるとさまざまな問題が顕在化します。 日本ではこの時期は、世界大恐慌や満州事変を経て、軍部が台頭し、ナショナリズムがさかんになります。ブラジルではジェツリオ・ヴァルガス大統領のもと ゼーション運動が高揚します。
グラフ 2：ブラジルの日系教育機関数の推移 
（青柳編（1953）、伯剌西爾時報編（1933）、同（1938）、
サンパウロ日本人学校父兄会（1934）などから作成） 
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このナショナリゼーションはさまざまな形でブラジル社会を変容させますが、移民たちにとっては同化の促進・強制という形で現れます。たとえば、日本人移民にとってもっとも大きな影響としては、一九三四年の憲法によって、外国移民二分制限法が制定され、一年に入国できる移民数が制限されたこ です。これは過去五〇年間にブラジルに定着した当該国人の総数に対し、毎年その 〇〇分の二（二％）の限度を超えることができないことを定めた法律です。 比率だと、日本移民 入国定数は毎年二 〇人程度になってしまいます。この当時、移民送出国 イタリアやドイツからブラジルへの移民数が激減しているのに対して、一九三三年に 日本移民が約二万五〇〇〇人を数え これが全外国人移民数の半分を超える とを考え と、 を狙い撃ちにした一種の排日移民法であったことが理解されます。
 
一九三七年には、新国家体制（エスタード・ノーヴォ）と呼ばれるヴァルガス大統領の
独裁体制が確立しました。これは「その内容は、革命による独裁体制 確立によって国家の統一を推し進め、表面上は民衆の政治参加を強調 民共通の意識 しての『リダデ』 、すなわちブラジル的な民族中心 政策を行うことであった」とされ い す（住田、二〇〇〇 一二七～一二八頁） 州ごと 独立性の強かった、また外国から 移民とその子孫たちが独自の言語や文化、特有 コミュニティ 維持し いた状況を強力な独裁体
12 
制の下にブラジルという国民国家に統一するという政策でした。この体制の移民政策については、ナショナリズムの高揚が進められる中で、移民の同化政策が実施され、 のブラジル化ということが推し進められること なりました。
 
 
こうした中で日本人移民やその子弟教育とい
うものが、ブラジル当局にどう映っていた
のでしょうか。
 
 
例えば、日本の外務省外交史料館に所蔵された資料の中に「学校関係雑件」として、次
のような記事があります。 「通公第一一三号」という通し番号がついているの すが、一九一七（大正六）年一二月五日に 当時のブラジル臨時代理公使野田良治から外務大臣本野一郎宛に送られた公電の写しで
 
 
通公第一一三号
 
在伯
 
臨時代理公使
 
野田良治
 
外務大臣法学博士子爵本野一郎殿
 
 日本学校開設に関する質問書伯国下院に提出セラレタル件
 
伯国聯邦下院議員中新聞紙上に何等かの目新しき記事の掲載せられたるを発見する
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毎に其の事件の大小軽重に論なく且当該記事の真偽如何を問はず直ちに政府に対し質問書提出の奇癖を有する為、頗る著名となれる「リオデジャネイロ」州選出の一青年議員「マウリシオ・デ・ラセルダ」 （
M
aurecio de Lacerda ）氏より客月二九日を以て
日本学校開設に関する一の質問書を下院に提出せり。
 
右質問書提出の動機は其の前日本汽船「タコマ」丸入港し当日の夕刊新聞
A N
oticia 
が同港入港に関する記事中に同船にて日本教師数名渡伯 る旨を報道したるにありて同氏質問の要旨は「サンパウロ」州日本人植民地（複数を用ひたり）における日本学校開設を防止する為め如何なる処置を執りたるかに関し政府の報告を求む」といふにあり（以下略） （外務省記録「学校 係雑 」第七巻）
⑥
。
 
 この記事から、ブラジルにおける「日本人の不同化」の原因が日本人学校にあると考えられていたこと、それをにがにがしく思っていた当局者がいたこと わかります
⑦
。
 
 
では、ブラジルの日系教育はどのような日系子弟（二世）を生み出していたのでしょう
か。 日系教育は、 日本語教育ではなく、 「日本人」 をつくるための教育だったとされます （前山、二〇〇一、五五頁） 。こ は、次のような資料が参考になるでしょう。
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日本のお友達へ
 
ブラジル国パウリスタ線東京植民地小学校五年
 
長場謙爾
 
 
今日先生から二千六百年祭のお話をきゝました。僕はブラジルで生れましたが日本
人であることを大へんありがたいと思ひました。
 
 
ブラジルは今ちようど夏です。大そう暑う御座い す。今はどちらを見ても畠はみ
んな植付して ります。もう早蒔の芽が出て靑々と て居ます。僕達の住んでゐる所はサンパウロ州パウリスタ線、モツカ驛から三粁ばかり離れた植民地です。名は東京植民地といひます。 （中略）
 
 
朝八時から晝までブラジル語を習つて晝から
日本語を習つてゐます。日本語は主に
修身、算術、讀本を習つてゐます。先生やお父さん達から日本のお話をきく度に僕も一度日本へ行つてみたいと思ひます。そうして日本の美しい景色や櫻を見 富士山へも登つてみたいと思ひます。僕はまだ新聞がよく讀めませ 先生や日本の兵隊さんの強いことを聞く度に僕も兵隊さんに負けぬやうに一生懸命勉強 てお國の爲につくしたいと思つて居ます（日本力行会編、一九四〇、一八二頁） 。
 
 これは、皇紀二六〇〇年（一九四〇）を記念して日本力行会によって編纂された海外日系
15 
小学生の作品集に収録されたもので、書いた
のはブラジル生れの日系小学生です。この作
文には、皇紀二六〇〇年というナショナリズム発揚の機会をとらえた書き手の気張りや教師の指導があったと想像され、またそのような傾向の強い作品が選択されたとも考えられるため、こうした点を差し引いて考えることが必要ですが、 「日本の兵隊さんの強いことを聞く度に僕も兵隊さんに負けぬやうに一生懸命勉強してお國の爲につくしたいと思つて居ます」などという記述に、遠隔地ナショナリズムの一端をうかがうことができる内容となっています。地球の反対側 あるブラジルで、立派な「小国民」が育成されていたわけです。先ほど紹介し サンパウロ市の大正小学校 も、 「皇紀二千六百年奉祝曲」 踊りとともに練習されていたそうです。ただ こ 文の中には ブラジルの国土の広さや自然の雄大さを誇らしげに書 姿勢も見られ、必ずしも日本一辺倒なとらえ方がされていなかったことも見逃してはならないでしょ この時期の二世 子ど たちは、ブラジルと日本という二つの国のナショナリゼーションのはざまでたいへん苦悩した世代です。そ し苦悩や矛盾、相克をかかえなが 、日本人移民とそ 子どもたちは戦争の時 へ突入いくことになります。
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2. ブラジル日系教育機関の分類とそれぞれの性格
 
次に、ブラジルの日系教育機関という場合、どのような学校があったのか？実にさまざ
まな形態の学校があったことがわかります。戦前期の日系諸教育機関は、次のように分類できると思います（
N
EG
AW
A, 2009, p. 305 ） 。
 
 
①小学校
 
②中学校
 
③農業学校・実業学校（専門学校）
 
④私塾
 
⑤女学校
 
⑥寄宿舎・ペンソン（下宿屋）
 
⑦洋上小学校
 
  
 ここではすべての教育機関についてお話ししている時間的余裕がありません で、 日系
小学校を中心にお話ししたいと思います。一九三〇年代末にブラジルに五〇〇～六〇〇校あったという日系教育機関の大部分が、いわゆる小学校です。一口に小学校といっても、
17 
丸太小屋のような校舎に就学期間が三～四年の農村小学校から、日本のカリキュラムに準じて尋常科六年だけでなく高等科や補習科をそなえた小学校まで、さまざまなタイプがありました。
 
写真
2をご覧ください。
 
農村地帯に最初の頃建てられた小学校というのは、
大概このような丸太 屋で、先生に来てもらうのも一苦労だったといいます。ち みに この写真は、サンパウロ州の隣のパラナ州ロンドリーナ 一九三三年に設立されたロンドリー 中央区小学校の開校式です。晴れの日で子どもたちは靴を履いていますが、ふだんは裸足で走り回っていたそうです。最後列は佐藤先生夫妻で、奥の丸太小屋は先生夫婦の教員住宅だそう す。内陸部の農村地帯では 家を建ててやり もしないと、なかなか先生には来てもらえなか うこと
 
 
次に都市部の小学校についてお話しします。先ほども述べたように、ブラジル日系最古
の小学校は、一九一五年一〇月にサンパウ 市 コンデ・デ・サルゼーダス通りに創設さ
写真2：ロンドリーナ中央区小学校（1933） 
沼田信一氏提供 
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れた大正小学校です。最初は教師一人、生徒三人の小規模な寺子屋方式でしたが、次第に発展し、一九二八年一〇月、父兄会の協力と総領事館 全面的支援により、現在ブラジル日本文化協会ビルのあるサン・ジョアキン通りの新校舎に移転しました。新たに購入した新校舎は、 一階に八教室、 職員室 二階には教育父兄会の寄宿舎を備えていました。 写真
3
は一九三九年の同小学校高等科の卒業前の記念
写真ですが、背景には立派な新校舎が写っ
ています。一 三二年からは、日本 外務省を通じて、日本の師範学校を卒業した複数の教師が派遣されるようになり、三〇年代には教師十数人、生徒約三〇〇人を数えるブラジル日系教育のモデル校的機関となっていきました。また、天長節をはじめとする四大節など日系社会の主要行事も、こ 小学校で領事館員の立会い もとに執り行なわれるようになり、 「コロニア一の学 」と呼ばれるようになりました。
 
 
この大正小学校の後、桂小学校やノー
バ・エスペランサ小学校 ど、サンパウロ
写真 3：大正小学校と高等科の生徒たち
（1939）ジェニー脇坂氏提供 
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州各地に多くの日系小学校が開校していくのは先ほどお話しした通りです。
 
 
次に②の中学校ですが、まだ調査中で、詳しいことはわかっていません。一九三〇年代
末において、三つの日系中等教育機関が存在したことが確認できます。すなわち、プレジデンテ・プルデンテ商業学校、プレジデンテ・プルデンテ中学校（
G
inágio São Paulo ） 、
バストス中学校の三つ（それぞれ一九三九年創立）です（青柳編、一九五三、二〇一～二〇二頁） 。これらについては、私自身詳しい資料を見たことがなく 今後の調査・研究に俟たなければなりません。
  
③の農業学校・実業学校は、いわゆる実業専門学校ですが、いくつかのユニークな例が
見られます。たとえば、暁星学園と うサンパウロ市ピニェイロス地区にあった日系実業学校があり した。岸本昴一（一八九八～一九七七）という新潟県出身のプロテスタント教師によって設立され 学校ですが、初等教育部門 他に 勤労部という部門がありました。農村出身の貧しい少年少女たちを寄宿舎 収容し、同校付属のクリーニング工場で働かせ りしながら授業を受けさせ、夜学へ通わせたりするコースでした（写真
4） 。また、
エメボイ実習 場という日本で中等教育を受けた少年 ちを受け入れ、農業の実地教育を授けながら、 ブラジル農業の将来的なリーダー 育成する農業専 教育機関もありました。
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④の私塾については小規模な学校が多く、
記録が少ないので、わからないことが多いのですが、先ほどの大正小学校も、もとは教師一人、生徒三人の私塾として出発しました。その中で例外的に多くの記録が残されているのが聖州義塾です。この義塾は、同志社大学出身 プロテスタント牧師小林美登利（一八九一～一九六一）によって 一九二五年サンパウロ市に創設された私塾・教会・寄宿舎が一体となった教育機関です。新来移民にポル
トガル語、日系子弟に日本語を教えるクラスや日曜学校の他、柔道場、剣道場があったことが知られ、野球や相撲なども奨励されました。特に、小林美登利が剣道家であったこともあり、同塾はブラジルで最初に剣道場を開いた場所となりました。また同塾は、 『聖州義塾々報』 いう一種の総合雑誌を一九三〇年から毎年発行し、移民の啓蒙活動に努めました。キリスト教主義にもとづき、 「大和魂をそなえたよきブラジル市民」の育成をめざしますが、戦時中の一九四二年に当局の命令で閉塾に追いこ れてしまいます。写真
5の前列
写真4：暁星学園付属のクリーニング工場
（年代不明）イサク岸本氏提供 
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右から三人目が塾長の小林美登利です。
 
⑤の女学校もユニークな例です。ブラ
ジルでは一九三〇年代に出現します。これは女子教育の専門家の方 ご教示いただいたのですが、 カナダや米国本土には、日系の女子中等教育機関は発達しなかったといいます。この意味で、ブラジルにおいて特徴的な日系教育機関と言えるでしょう。 「花嫁学校」とも呼ばれ ここ日本語と日本式礼儀作法をしつけられた女性たちは、 系リーダーや
V
I
Pた
ちの花嫁予備軍的な位置づけでし 。それだけでなく、たいへん高水準の教育が行わ ていたようです。例えば、サンパウロ女学院は、赤間み へ（一九〇三～二〇〇五）とその夫 重次によって、
写真 5：聖州義塾と小林美登利（1937） 
前列右から三人目小林、小林眞登氏提供 
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一九三〇年四月に開設された「裁縫教授所」を前身とします。一九三五年には、日本語小学部・検定準備科・実科高等女学部を次々と設置しました。中でも実科高等女学部の設置には、 「時代の要求に応じて（中略）単に裁縫技術の教授だけでなく、将来社会の教育界にその一端をになえる指導者の養成を期し、在伯邦人社会に於ける女子 等教育事業に先鞭をつけた」 （佐藤、一九八五、七二頁）と 日系女子教育史における画期として指摘されています。ま 、この年の四月には校誌『學友』 （第三号から『學友会誌や と』に改称）が創刊されてい す。一九三七年には、ポルト
ガル部を新設し、ブラジル私立学校令にもと
づく私立学校として公認され、ポルトガル語名を「エスコーラ・パルティクラル・アカマ・サンパウロ」とし、日本語名 「サンパウロ女学院」に改称 付属寄宿舎大和女学寮を有し、一九三八年の時点で、在校生七〇名であったことが確認できます。このサンパウロ女学院の他にも、同じリベルダーデ地区のガルヴォン・ブエノ通りに日伯実科 学校（一九三二年創立）があり、人気を二分していまし
た。紆余曲折はあったものの、両女学校は、
ブラジルの学校法人として大戦 生きのびました。特に、サンパウロ女学院は、戦後、ピオネイロ学園として総合学園化し、現在は幼稚園・小学校から高校まで八〇〇余名の生徒を有するサンパウロ市の有力私立学校 存続しています。
 
⑥の寄宿舎・ペンソン（下宿屋）も一種の教育機関と見ることができます。学校付属の
23 
ものだけではなく、単一運営の寄宿舎も多くあったようです。現在世界最大の日系エスニックタウンとして知られるサンパウロ東洋街があるサンパウロ市のリベルダーデ地区は、かつて日系ペンソンの街として知られていました。内陸部からサンパウロに出てき 移民子弟は、このエリア ペンソンや学校付属の寄宿舎で共同生活をし、学校に通っただけでなく、時には寄宿舎・ペンソンの中で日本語の読み書き、しつけを習う事もありました。
 
最後に、これはブラジルの日系教育
機関とは言えないか しれ せんが、移民船内で洋上小学校ともいうべきものが開かれていました
⑧
。ブラジル移
写真 6：サンパウロ女学院と教師・生徒たち（1930 年代後半） 
アントニオ赤間氏提供 
24 
民は基本的に家族移民であったため、多くの
子ども移民（ブラジルで労働力とみなされた
のは一二歳以上）が含まれていまし 。また、ブラジルへの航海は、第一回の笠戸丸で五二日間、インド洋からアフリカ喜望峰回りの南米東岸航路だと約二ヶ月の期間を洋上で過ごしたわけです。この長い航海の期間を利用して、移民船内で開かれたのが洋上小学校です。これらの小学校は、船 や輸送監督が校
長、事務長が教頭、船客の中から教師経験者
や高学歴者を見つ て教師とし、 例えば、 若狭丸なら 「若狭丸小学校」 、 さんとす丸なら 「さんとす村小学校」というように の名前を取っていました。ブラジル到着前には校長名で修了証書まで配られて ました。私が確認できた洋上小学校の最古の記録 、一九二四年のしかご丸の航海の例です。商船三井社史編纂室で見つけたらぷらた丸の船内新聞「船内ニュース」には、 「らぷらた小学校が明日より開校されます というお知 せが回覧され、尋常科一年生から高等科二年生まで一八人の児童・生徒がいたことがわ ります（写真
7
参照） 。このように、移民子弟の教育は、少な
写真 7：らぷらた小学校開校を伝える
「船内ニュース」の記事（1935） 
商船三井社史編纂室提供 
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くとも大正末期に入ってからは、ブラジル渡航によって断絶するのではなく、日本の出身母村の小学校から洋上小学校を経て の日系教育機関まで連続していたということをおわかりいただいたと思います。
 
以上、戦前のブラジルには、実にさまざまな日系教育機関が存在したということが理解
できると思います。
 
 3. ブラジル日系教育機関の教育活動
 
 
では、三番目に、今まで述べてきた教育機関では、どのような教育を行っていたのでし
ょうか。ブラジル日系教育機関の教育活動について、ここでも小学校で行われていた教育活動を中心に、科目・シラバス、教材・教授法、課外活動、日本文化の継承に分け 、お話ししたいと思います。
  
戦前期ブラジルの日系教育は、 「日本と同等」であることに価値をみとめていたと言われ
ます。日本語教育というより、 「日本人」になるための教育に重きを置いていたというのは先ほど述べた通りです。ポルトガル語の習得も期待されて ので、 「日本と同等」以上のことを求められていたと言 べきでしょうか。
 
 
ブラジルの日系小学校で教えられていた科目は、一九三〇年代には、ふつう 修身・読
26 
本・綴り方・理科・唱歌・歴史・地理・算術・体操など日本の文部省規定に準ずるものでした。ただ、サンパウロのような都市部、バストスやアリアンサといった日系の国策的大移住地の小学校でこそ、これらの科目が教えられていたものの、農村部の多くの学校では常に教師不足や教材・教具の不備に悩まされていたので、これら 科目がすべて十全に機能していたわけではありませんでした。授業もばらばらな学年が一つ 教室に集まって行われる複式授業がふつうでした。また、一九三三年四月にサンパウロ州において「十歳未満の者に外国語の 授を禁止」する法令
⑨
が成立したために、日系の小学校でもポルトガ
ル語教育が義務付けられるようにな ます。実はそれ以前から、午前中は日本人教師による日本 、午後からはブラジル人教師によるポルトガル語というふうに、意図しない形でバイリンガル を行っ 学校も多く、聖書やブラジ 歴史、地理が教えられてたところもありました。
  
では、実際どのような教科書が使われ、どのような授業が行われていたのかということ
ですが、一九三〇年代前半までは、ポルトガル語の授業以外では、日本の国定教科書を使うのがふつうでした。一九三六年に ブラジル最初の日本語 科書である『日本語讀本』が編纂されますが、 れが発刊されるまでは（あ
るいは発刊されてからも） 、日本の国定教
科書である、 『小學國語讀本』 、 『尋常小學修身書』などという教科書が使われていました。
27 
二〇〇八年二月にサンパウロ州ボツカツという田舎町に調査に行った時、一人の元日系小学校の生徒だった人（故人）が所有していた数十冊の教科書を見せてい だき、そ ほとんどが日本の国定教科書や早稲田の講義録だっ ので驚きました。かなりの分量の日本国定教科書がブラジルで使用されていたと考えられます。ただ、日本の国定教科書の内容がブラジルの国状に合わないため、一九三〇年代中頃からはブラジル・ナショナリズム台頭を背景に、 『 語讀本』ほか 『ブラジル地理』 『ブラジル歴史』 、 『
M
inha Patria 私
たちの国』 といった独自教科書が日系コミュニティにおい 編纂されることになりました。
 
 
では、日系子弟たちはどのような学校生活を送っていたのでしょうか。表
3は、一九三
〇年代に大正小学校に通
N
S氏（一九二四年台湾高雄生れ）のお話をもとに、高等科
時代一九三七年頃の一週間の学校生活を表にまとめたものです。
 
週日の午前中は、州立カンポス・サーレス小学校でポルトガル語の授業、午後は大正小
学校で日本語、週 回ほどポルトガル語という科目があっ もの 、ほとんどは日本語で授業を受けていたといいます。週に一度聖州
義塾の剣道場に通い、たまに同塾の日曜学校
に出たりしましたが、 ほとんど毎日野球の練習をしていたそう す。 「エースピッチャーで、三番を打っていた僕が行かな と、試合も始まりませんよ」と笑っておられました
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表 3：NS 氏の学校生活 
（大正小学校高等科時代 1937 年頃） 
 
では、実際どのようなことが教えら
れていたのかということですが、ブラジルの日系小学校は先にお話ししたように、地域によって差が大きく、教授法・教授内容を一般化することはむずかしいのです。ただ、一九三〇年代前半までは、教師は通常日本で教育を受けた人たちだったので、日本と同じ日本に準じ 授業内容だったと考えられます。
 
教科書のトピックから見てみると、
ブラジルでもっとも使用された国語教科書『尋常小學國語讀本』巻一（一九一八）の最初の単元は「ハナ」 、 『小學國語讀本』巻一（九三三）は有名な「サイタ、サイタ、サクラガサイタ」で、
曜日 午前 午後 夕方以降
月 カンポス・サー レス小学校 
（ポ語） 
大正小学校 
（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習
火 カンポス・サー レス小学校 
（ポ語） 
大正小学校 
（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習
水 カンポス・サー レス小学校 
（ポ語） 
大正小学校 
（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習
木 カンポス・サー レス小学校 
（ポ語） 
大正小学校 
（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習
金 カンポス・サー レス小学校 
（ポ語） 
大正小学校 
（日本語・一部ポルトガル語）
聖州義塾
（剣道）
土 大正小学校 
（日本語・一部ポルトガル語）
野球練習・試合  
日 
野球練習 
（たまに）聖州義塾日曜学校 
（日本語・ポルトガル語） 
（試合前は）野球練習  
29 
いずれも花に関するトピックから始まります。これがブラジル日本人教育普及会によって一九三〇年代後半に編纂された『日本語讀本』になると、多少事情が異なってきます。最初の単元が「ハナ」で、 『尋常小學國語讀本』と共通していますが、挿絵には桜ととも ブラジル 花イッペーが描かれています。この『日 語讀本』の教師用虎の巻である『日本語讀本教授参考書』では、この単元について次のように説明しています。すなわち、 「に於ては、昔から花といへば櫻を思ふのが である」としながら、 「伯國に於ては、日本の櫻に相當すべきもの、即ち國花と称すべきものはないが、それ 近いもの して、ここにはイッペイを選んだのである。本課はイッペイと日本の櫻の美 を配合したもので、伯國民としての感情と日本國民としての感情 融一的に表はされてゐる」 （ブラジル日本人教育普及会、一九三六、一頁）と解説されています。 「日本的教育」と「ブラジル的教育」の融和が試みられていると見ることができます。
 
 
この『日本語讀本』は総単元数一九五の内、かなりの数の素材が国定教書から取られて
いますが、中には「ブラジルの発見」や「オズワルド・クルース」などブラジル 偉人・歴史上の人物の伝記が記載されていま 。例えば パラグアイ戦争（一八六四～一八七〇）の英雄「ラッパ兵ジェズース」を取り上げた単元（巻五）などはなかなか興味深いと思います。
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将軍の命令を受けたジェズースは、さつそくラ
 
ッパを口にあてて、
 
 
 
 
進め―
 
吹きかけた時、たちまちとび来つた敵のたまは
 
ジェズースのうでをつらぬきました。ラッパは
 
口をはなれました。けれどもそれはたゞちょっ
 
との間で、
 
進め、進め
 
勇ましいひゞきは血のしたゝるうででささへた
 
ラッパから全軍につたはりました。やがてまた
 
今一つのた がジェズースのうでをつらぬきま
 
した。けれどもジェズースは まだしっかりと
 
ラッパをにぎってはなしません した。
 
 これは一見ブラジルの英雄を顕彰する意図のもとに
写真 8：『日本語讀本』巻一表紙と同書巻五「ラッパ兵ジェズース」 
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記載されたもののようですが、 私たち日本人にはどこかで聞いたような内容のお話ですね。そうです。戦前の修身教科書に採録された次
のような日清戦争の英雄「ラッパ卒キグチコ
ヘイ」の物語と酷似しているわけです。
 
 
キグチコヘイ
 ハ
 テキノタマ
 ニ
 アタリマシタ
 ガ、
 
シンデモ
 ラッパヲ
 クチ
 カラ
 ハナシマセンデシタ。 （ 『尋常小學修身書』巻一
 十七）
 
  
ここには、先の新国家体制における同化主義の圧力への対応とともに、日本のナショナ
リズムに同調するような移民一世世代への配慮と う涙ぐましい努力が見られるのではないでしょうか。また、ブラジル日系社会の側から日本語 育の生き残りをかけての同化主義への歩み寄りもあっ ことを示していると思われます。あるいは、 「日本的教育」と「ブラジル的教育」の融和という理想のもとに、聖州義塾の小林美登利が思い描いたような一種のコスモポリタニズム、 「大和魂 ったブラジル市民」創造への希求 背景にあるとも考えられるのではないでしょうか。
 
 
次に、日系小学校の教育の特徴として重要なものに課外活動があります。主な活動とし
て、野球・陸上・相撲・柔剣道・学芸会などが挙げられます。また、大正小学校では、校
32 
内新聞を発行する新聞部や園芸部の活動もあったそうです。この中でも、野球・陸上というのはブラジルでも少年スポーツの花といわれ、各地で対校試合やトーナメントが行われました。各校では、学芸会や運動会もさかんに行われていました。
 
ブラジルの日系教育機関の大部分を占める農村地
帯の日系小学校では、何度も言いますが 日本語教育というより、 「日本人」になるため 教育が行われていた、あるいは期待されていたと言えます。 ちろんポルトガル語の授業があったところも多く、必ずしもそうとは言いきれない点もあるのです 、少なくとも三〇年代農村部の父兄の願いとしてはそういう傾向が強かったわけです。したがって、そういった学校では、理念的には 朝礼から授業、終礼まで、すべてが日本文化の継承という目的のもとに行われていたということが言えるでしょ 。中で 、
写真 9：暁星学園の学芸会（1935）イサク岸本氏提供 
33 
正月の元旦四方拝、二月の紀元節、天長節、明治節の四大節は、学校にとっても、各地の日系コミュニティにとっても重要な行事であったわけです。農村では、ご真影や教育勅語の奉安所をいただき、 コミュニティの成員を集合させられるような空間は小学校しかなく、これらの儀礼は学校を中心 実施されました。天長節に行 れていた運動会 学芸会とともに、コミュニティをあげての重要行事であり、数少ない娯楽の一つでした。また、日系コミュニティを巡回する映画上映会がさかん が、スペースの問題から、これも学校で実施されることが多かったようです。大正小学校では 三〇年代に狂言などが上演されており、一九三七年一一月一二日には 同小学校を訪れたテノール歌手藤原義江によってリサイタルが行わ ています。これらのことから 学校というものが、一種のコミュニティセンターや村の集会所の役割を果たして
いたことがわかります。その重要性は、日本
国内の比ではないほど大きかったと思われます
⑩
。
 
 まとめにかえて
 
では、今日のお話のまとめに入りたいと思います。まず、私たちが忘れてはならないの
は、日本人の移民史というのはブラジルや米国など多くの国々にまたがってはいる（越境している）が、まちがいなく日本の近現代史の一部であるということです。また、ブラジ
34 
ル近現代史の一部とも重なっています。
 
しかし、今日紹介した日本的教育文化のブラジルでの移植と展開というような事象を歴
史的に評価するためには、従来の「日本史」の枠組みでは捉えきれなくなってもいます。日本には『史学雑誌』という権威ある月刊歴 学雑誌があり、毎年の第
5号で「回顧と展
望」 という、 前年に発表されたすぐれた歴史研究をいくつかのカテゴリーに分類・紹介し、批評を加えるという特集を組みます。研究ごとに、歴史理論、日本 東アジア、アフリカ、ヨーロッパとほぼ地域別に分け、さらに日本の場合は考古、古代 中世、近世、近現代と時代別に分けて紹介して ます。近現代 場合、さらに総論、政治、経済、外交、美術史などに分類して論じています。残念ながら「移民史」というカテゴリーはない ですが今年二〇一〇年第
5号の「回顧と展望」では、総論の部分で、劉傑・三谷博・楊大慶編『国
境を越える歴史認識』 （東大出版会）の提示し 問題意識が取り上げられたり、国立歴史民俗博物館で新たに作られた総合展示室「現代」の「展示：戦争 平和」が「一国主義的な視野に陥ることなく、膨張する帝国の様相を人の移動から捉える視角を説明し おり、展示を見る際の示唆を与える」と評価されたり （ 『史学雑誌』第
119編第
5号、二
〇一〇、一四〇～一四一頁） 。つまり、移民史の持つ広い視野やダイナミズムは、歴史学の中でたいへん有効であると言えるし、日本史・日本研究の裾野と可能性を広げるたいへん
35 
有力で将来性のある分野であると言えるわけです
⑪
。
 
「移民」というものを、 「ある国から他の国へ移動し、あるまとまった期間定着する人
びと」と広く定義すると、私たちの身近なところにも多くの移民が存在することに気づきます。皆さんに関わるもっ 身近な例でいうと、皆さんのお子さんやお孫さんが、例えば外国に留学して、その国で就職したり、その国の人と結婚してそ 土地で生活 と、 「移民」ということになります。その国で子どもが生まれ、その国の国籍法がブラジルのような出生地主義の国だと、 その国の市民権が生れる
わけです。 日本人が簡単に外国に出かけ、
留学したり、退職者ビザで長期滞在するこ がふつうになった現在、私たちの周りにいる人びと、あるいは私たち自身が移民にな 可能性はたいへん大きいわけです。こう考えると、移民 いうものが に って、たいへん身近なものであると う とがわかります。これからますますグローバル化 いくこの世界の中で、私たちは移民史という のを「我々の歴史」として再認識し、その中から教訓を引き出 、私たち 子孫に伝えていく権利と義務を担っているのではな でしょう 。
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註
 
                                        
 
① 戦前期ブラジルの邦字新聞『伯剌西爾時報』一九三八
年一〇月二一日付の記事には、日本人小学校四
七六校と報じられている。また、寺門芳雄他（一九四一） 「刊行の辞」には、 「全伯六百に餘る日本語學校の存在」 記されており、これらの資料によると、太平洋戦争直前のブラジルの日本人（語）学校数は約五〇〇～六〇〇校であったことが知られる。さらに 沼田（二〇〇三）によると、ブラジルの日系植民地（日本人移民の地域共同体）は二一三五ケ所 ものぼり、どんな小さな植民地でも学校はあったとされることから、小規模な私塾的なものも含めると、実に多くの教育機関が存在したことが想像される。
 
②
旧植民地やハワイ・米本土を対象とする主な研究としては、小島（一九九九） 、小島編（二〇〇三） 、吉田編（二〇〇五）などがある。
 
③ 笠戸丸移民の内訳は、七八一人の契約移民（一六五家族七三三人、独身者四八人）の他 自由渡航者一二人。皇国殖民会社社長の水野龍、同社ブラジル業務代理人上塚周平も同船した（サンパウロ人文科学研究所編、一九九六、二七頁） 。
 
④ ただし、大正小学校が私立公認校 して登録されたのは一九一九年であり、一九一七年の「サンパウロ市非ブラジル系学校統計」 には、 まだ日系教育機関は一校も現れていない （
D
EM
ATIN
I &
 ESPÓ
SITO
, 
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1989, p. 982 ） 。大正小学校の詳細については、根川（二〇〇八
a） 、同（二〇〇八
b）参照。
 
⑤ みすゞ（一九一八年四月二六日）は、当時コーヒー生産地帯であったサンパウロ州北西部リベロン・プレト周辺四八ヶ所の日本人入植耕地の調査報告であ
る。調査対象となったのは、同地域の日本人八八
〇家族で、七歳から一五歳までの学齢児童総数は、四五〇に達したという。記者はこの中で、彼ら児童が「前記四百を越ゆる学齢児童中通学者僅かに四十（二十余人は伯人学校へ、十三人 サンタ、ガブリエラ耕地内に設けられし河瀬権之丞氏経営の小学校へ）に充たざる」という就学状況におかれていたことを報告、 子孫を度外視して植民の発展を期すべ らず」と慨嘆している。
 
また、輪湖（一九三九）は、この地方の日本人移民子弟の教育状況について、以下のように述べてい
る。 「大正七年の初頭、当時私がブラジル時報の編集に携わって居た頃、自身の興味からリベロン・プレトを中心とした邦人家族の 弟教育に関 、之が調
査の為め、四十余日を費し行脚したことがありま
す。即ち其頃日本人は、未だ珈琲園移民の域を脱せず、従って多く此地方に在住して居たからであります。調査耕地は四十数ヶ所 一千家族近かったのでありますが、 語教育などして居る所は一ヶ所も無く、而かも父兄の希望は、如何にしてブラジル語 習得 しむるかにあったのですが 此ブラジル学校さへ大耕地を除く外は、殆んど存在しなかったのであります。其の時 私の結論は、児童教育を中心とする以上、一日も早 土地 所有せ めて集団せしむる外上策はないと云ふ事でありました」 （同五一～五二頁）
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 ⑥ 以下の史料引用に関して、一部旧字体を新字体に、旧仮名遣いを新仮名遣いに改めた。
 
⑦ こうしたブラジル当局者の「危機感」は日系教育機関に対するものだけでなく、イタリア系やドイツ系教育機関に対しても抱かれていた（
SH
IBATA, 1997, p. 43 ） 。
 
⑧ 洋上小学校については、山田（一九九八）に詳しい記述がある。
 
⑨ この時の州 令には、 「一、外国語以外の科目は総て教授すべし。二、十歳未満は年齢の如何にかゝはらず、国語文盲者 外国語を教授することを禁ず。三、ポルトガル語およびブラジルの地理・歴史の教授 、監督課より指定する時間数を以て、生来のブ
ラジル人ポルトガル人又は帰化人の有資格者によ
り担任せらるべきこと」 （青柳編、一九五三、一九 ～二〇〇頁）などの規定があった。
 
⑩ 前山（二〇〇一）は、戦前期ブラジルの日系植民地における学校の性格を次のように抽象化して描写している。 「植民地における天皇崇拝の中心は「日本学校」であった 戦後になって「日本語学校」という呼称が一般化したが、戦前には「ニッポンガッコウ」と呼ば た。 （中略）日本学校は 人会によって運営され、そこには必ず「御真影」が安置され 教育勅語が備えられていた。 子弟教育の場であると同時に、日本人会の集会場であ 、
年団・処女会の活動の中心であり、さらには産業
組合の事務所であったりした。新年の四方拝 紀元節 入植記念祭、天長節 運動会を伴う 戦後、メーデーの休日を抱き合わせ、ま はそれに横す りして、メーデーの日に運動会を天長節の祝祭の雰囲気で継続してきている） 、卒業式などに際して 生徒だけではなく、植民地の全員が参列 皇居
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遥拝（ 「東方遥拝」とも言って、 「日本遥拝」を意味
した） 、御真影への最敬礼、勅語奉読、君カ代斉唱
などの儀式が、大抵の行事に先行して行われた」 （前山、二〇〇一、五五頁） 。
 
⑪ 越境する人びとへの視点と研究の可能性については、吉田（二〇〇五） 森本（二〇〇七）を参照。日本史研究における移民史研究 射程 課題については、 坂口 四 がコンパクトにまとめている。
 
  
地図 1：ブラジル全図 
地図 2：ブラジル東南部参考地図 
発表を終えて
20代の頃、バックパックを背負って、世界のあちこちを旅しました。1992
年、20代の最後にはじめてブラジルを訪れ、カルナヴァルの熱狂の中、すっ
かりブラジルの虜となってしまった私でした。ブラジルに住むようになったの
は1996年のことでしたが、その後十数年もかの地で暮らすことになろうとは
想像もしていませんでした。
夢をいだいて故郷を後にし、何十日もの航海を経て異国にたどり着き、ハワ
イで、アメリカで、そしてブラジルで、パラレルな「近現代史」を築いてきた
移民の存在と記憶は、圧倒的なものとして私たちに迫ってきます。それは日本
からブラジルに渡って十数年を過ごした私個人の体験とも、すべての日本人の
近現代史とも重なり、響きあっているのです。こうした驚きや感動を、日文研
フォーラムを通じて、皆さんと共有し、記録にとどめることができたらと思い
ました。
今年、私は外国人研究員として日文研に受け入れていただきましたが、日本
人である私が十数年の外国暮らしの後、「外国人」として日本に帰ってくるこ
とに面白みを感じています。千年王城の地であり、またかつて青春時代を送っ
た懐かしく美しいこの京都で、授業や会議から解放され、ブラジルでの体験や
研究を見つめ直し、新たな調査成果を加えながら再編・彫琢する機会をいただ
いたことは、誠に幸運なことであったと言わねばなりません。
私の研究はまだまだ途上にあり、移民研究の持つ広い領野とダイナミズムの
前で、その可能性の大きさにとまどい、さまよっているというのが正直な気持
ちです。ただ、ブラジルと日本との往還の中で、少しでも「移民」（=移動す
る人びと）と共感し、この人びとの物語を素描し、お伝えすることができると
したら、寄り道の多い私の人生も、あながち無駄ではなかったと言えるのかも
しれません。そんな気持ちで、今回の訪日研究に臨んだ私でした。
外国人研究員としての任期も後わずかとなりましたが、受入れ教官として
ご指導いただいた上、今回の発表ではユーモラスなコメントとともに多くの質
問をおまとめいただいた井上章一先生、フォーラムの準備をしていただいた郭
南燕先生、研究についてご助言をいただいた諸先生方、研究協力課の皆様に厚
くお礼を申し上げたいと思います。今後ますます日文研とブラジルの研究機関
との交流が発展していくのをお祈りするとともに、私自身このご縁を大切にし
ていきたいと思います。
また、発表と本稿の執筆に当っては、文中に引用させていただいたNS氏は
じめ、ブラジルと日本の多くの方々にインタビューや資料収集でご協力をいた
だきました。ここには一々お名前を挙げることはできませんが、お世話になっ
た一人一人のお顔を思い出しながら、この場を借りて感謝の言葉をお贈りした
いと思います。
ありがとうございました。Muito obrigado!
